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空中探査とは，飛行機やヘリコプターなどの航空機
を用い空中において様々なデータを計測し，観測デ
ータから地球の内部構造を調べる調査手法です．空
中探査によれば，地上調査が困難な地域での調査
や，広域な範囲の迅速な調査などが可能となります．

空からの調査といえば，いきなり人工衛星からの
調査を思い浮かべる方も多いかもしれませんが，人
工衛星は地球規模での観測には適していますが，詳
細な情報を得るにはできるだけ地表に近づく必要が
あるため，航空機を用いた空中探査が必要になって
きます．

空中探査は，もともと第二次世界大戦中に米国で
開発されたMAD（Magnetic Airborne Detector）と呼
ばれる潜水艦探知技術を，戦後民生利用として，資
源探査のために，磁力計を航空機に搭載した空中磁
気探査として開始された（Hildenbrand and Raines,
1990）のがその端緒でした．その後，大地の比抵抗を
調べる空中電磁探査やガンマ線等の放射能を調べる
空中放射能探査等が次々に実用化されました．また，
最近では重力を測定する空中重力探査が広く用いら
れるようになりました．

さて，早いもので，2000年2月に旧地質調査所（現
産総研・地質調査総合センター）において内外の参加
者を得て，空中探査に係るシンポジウム（大熊・中塚,
2001；Okuma, 2001）を開催してから10年が経過しま
した．この間，一般社会と同様に空中探査について
も大きな変化がありました．ひとつには，高分解能空
中磁気探査が火山の内部構造調査に本格的に使用
されるようになったことと，ヘリコプターを用いた空中
重力探査が国内でも実用化されたことでしょう．また，
より深部まで調査可能な新たな時間領域の空中電磁
探査法も国内で実用化されました．さらに，有人の航
空機に代わって無人の飛行機やヘリコプター等によ

る探査システムも，国内外において様々な用途に開
発されつつあります．

その後，空中探査に係る研究会合として，2006年
の1月に産総研つくばセンターで電力中央研究所と産
業技術総合研究所の共催により，空中物理探査に係
る国際シンポジウム（ISAG2006：International Sym-
posium on Airborne Geophysics）が開催されました．
これは，文部科学省産学官連携イノベーション創出事
業費補助金（独創的革新技術開発研究提案公募制度）
のプロジェクト「総合空中探査システムを用いた大規
模災害の防災技術に関する研究」（電力中央研究所
ほか）の成果報告が主な目的でしたが，国内外から各
分野の専門家を招きその現状について講演をしてい
ただき，空中探査の将来についても活発な議論を交
わすなど今後の空中探査の指針決定に関して大きな
意味を持つものでした．シンポジウム後，米国地球物
理学連合（AGU）のEOSに紹介記事（Mogi et al.,
2006）が掲載されたところ反響があり，この後の国際
学会で筆者は空中物理探査に係る外国企業の研究
者から，再び同様のシンポジウムを開催する場合は，
ぜひ声をかけてくれるよう頼まれたこともありました．

ISAG2006を契機として，空中探査に係る産学官の
関係者により，2007年5月の地球惑星科学連合2007
年大会において空中探査のセッションが開催されるよ
うになり，2010年には4回目を迎えることができまし
た．また，国際学会関係では，IUGG（International
Union of Geodesy and Geophysics）の2003年札幌大
会（Okuma and Saltus, 2005）及び2007年のペルージ
ャ大会（Singh and Okuma, 2009）の磁気異常に係る
セッションと，2007年のAGU Fall Meeting及び2009
年の物理探査学会第9回国際シンポジウム（SEGJ,
2009）の空中物理探査セッションを筆者がコンビナー
として開催し，空中探査に係る交流を進めてきまし
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た．また，昨年（2010年）もAGU Fall Meetingで空中
物理探査に係るセッションを開催し，ますますこの分
野の発展が期待されます．

そこで，今回，日本地球惑星科学連合2010年大会
の「空中地球計測セッション」での発表をもとに，各分
野・手法の専門家の方々に，従来の成果の概要とそ
の最前線について取りまとめていただき，地質ニュー
スの誌面をお借りしてご紹介することにいたしました．

本特集記事では，まず大熊ほかにより「産総研にお
ける空中物理探査の10年間（2000～2009）－有珠か
ら有珠へ－」と題して，産総研がここ10年間に実施し
てきた空中物理探査の概要についてまとめています．
次に，東京海洋大学の瀬川爾朗氏により「空中重力
測定の精度に関わる諸要因」と題して，同氏が開発か
ら関わってこられた空中重力測定の精度の要因につ
いて検討された結果を報告されています．続いて，
北海道大学の茂木氏ほかにより「地表ソース型空中
電磁法（GREATEM）による探査」と題して，同氏が関
わってこられた地上ソースによる時間領域の空中電
磁探査システムの探査事例について紹介があります．
通常よく用いられている周波数領域の空中電磁探査
システムでは探査深度が高々200m程度であったもの
が，当該システムを用いると約1,000mまで調査可能
となり深部探査に威力を発揮しそうです．次に，応用
地質（株）の結城氏ほかにより「総合空中探査システ
ムによる地下深部地質構造調査」と題して，同社が取
り組まれている複合的な空中探査を用いた調査の事
例報告をされています．さらに，京都大学の宇津木
充氏からは，「京都大学における空中磁場観測への取
り組み」と題して，京都大学が行ってきたバード方式
のヘリボーン空中磁気探査システムの開発と口之永
良部島火山等での観測結果について述べています．
最後に，国立極地研究所の船木　實氏により，「南極

観測用小型無人飛行機“Ant-Plane”と空中磁気観測」
と題して，無人飛行機による南極大陸での空中磁気
観測を目指した，観測システムの開発に関する貴重
な報告があります．搭載した磁力計の観測精度に限
界があるものの，模型飛行機ならではの経済的な調
査が可能であることを示されています．

本特集記事により，一般の方々に空中探査につい
て理解を深めていただくとともに，より広範な専門家
の方々に空中探査のアライアンスとし参加いただける
機会となることを祈念しています．
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